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2007年2月10日発行

（社）日本雪氷学会東北支部

本部理事候補者推薦について

本部理事推薦に当たり、東北支部から次期理事３人の推薦要請があったが、

極めて時期が切迫していたこともあり充分理事会等開いて審議する余裕が無か

ったことから急遽支部長判断により以下の方を選任しました。

・学側から山崎 剛氏（東北大・大学院理学研究科）、

・産側から沼澤喜一氏（日本地下水開発（株））、

・現支部長伊藤 驍（本年５月の任期満了に伴って新たに選任される支部長が自

動的に本部理事になる。）

平成１9年度東北雪氷賞授賞候補者の募集

東北雪氷賞授賞者選考規定に基づき、平成１9年度東北雪氷賞授賞候補者を募集しま

す。支部会員の中から次の賞にふさわしい方のご推薦をお願いいたします。

（1）東北雪氷賞（学術賞）

（2）東北雪氷賞（学術奨励賞）

（3）東北雪氷賞（功績賞）

（4）東北雪氷賞（特別功績賞）

3月10日（消印有効）までに、必要事項を記載した推薦書を下記選考委員長宛に郵送

にて提出をお願いします。なお、過去の授賞者リスト及び推薦書の書式事例は機関誌「東

北の雪と生活」に掲載されています。

推薦書の送付先：〒996-0091 山形県新庄市十日町高壇1400

防災科学技術研究所長岡雪氷防災研究所新庄支所長

佐藤 威（東北雪氷賞選考委員長）

積雪観測講習会のご案内

ふだん見慣れている積雪ですが、その中身となると意外に知らないことが多いもので

す。積雪観測は、積もっている雪の状態を正しく把握し、記録するために行います。こ

れにより、雪崩や吹雪などの雪氷災害がなぜ起こるのか、あるいは、積雪が水資源とし

てどれだけあるのかなどを，定量的に解き明かすことが可能になります。また、道路除

雪や屋根雪処理を効率的に行なうためにも必要不可欠なものです。

このたび(社)日本雪氷学会東北支部では、初心者でもわかりやすく学べるように、ベ

テランスタッフによる積雪観測講習会を開催致します。この講習会の目標は、参加され
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た皆さんが積雪の層構造を見ただけで過去の気象状況がある程度わかるようになり、観

測結果のレポートを作成できるようになることです。最後まできちんと受講された方に

は修了証書を発行します。

記
日 時： 2007年3月15日（木）10:00 ～ 16:00 1日コース

3月16日（金） 9:30 〜 15:00 2日コースの希望者のみ

場 所： 蔵王温泉 旅館 季の里（URL：http://www.zao-kinosato.com/）

〒990-2301 山形県山形市蔵王温泉1271-1

日 程：3月15日(木)

10:00〜11:30 講演 雪の性質を知る

11:30〜12:30 昼食

12:30〜14:30 屋外観測 降積雪および積雪断面観測

14:30〜16:00 まとめ

3月16日(金) (前日の宿泊は同上旅館)

9:30〜 ロープウェイにて山頂駅へ移動

10:00〜 山頂駅周辺の樹氷鑑賞および樹氷の断面観測

13:00〜 樹氷地帯の積雪断面観測

14:30〜 ロープウェイにて山麓駅に移動

15:00 山麓駅にて解散

講 師：阿部 修・小杉健二（防災科学技術研究所雪氷防災研究センター新庄支所）

沼澤喜一・山谷 陸（日本地下水開発株式会社）（講師の変更あり）

参 加 費：1日コース 社会人2,000円、学生1,000円（昼食予約は＋1,000円）

2日コース 社会人・学生共に追加料金＋15,500円(1泊2食、ロープウェイ代)

修了証書：最後まで受講された方には修了証書を発行します。

定 員：２０名（定員になり次第締め切ります。）

主 催：（社）日本雪氷学会東北支部

（独）防災科学技術研究所雪氷防災研究センター新庄支所

共 催：日本雪工学会

申 込 先：積雪観測講習会事務局 沼澤喜一

〒990-2313 山形市大字松原777

日本地下水開発株式会社 技術本部設計部 気付

(Tel. 023-688-6006、 E-mail: numazawa@jgd.co.jp)
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2005年の沢内村（現湯田町）での様子

平成18年度 雪氷関連学位論文調査のお願い

毎年、学会誌「雪氷」5月号に、前年度の雪氷関連学位取得論文の一覧を掲載してお

ります。皆様の中で、平成18年度に学位（修士・博士）を取得（指導）された方、また

は、関連する学位取得論文をご存知の方は、3月末日までに、以下の事項を記入して東

北支部事務局の堀井まで、メール、またはＦＡＸでお知らせください。

室内での基礎学習

講師がパワーポイントを用いて積雪

の性質について説明します。

断面観測の実習

講師の模範観測の後、班ごとに各

自観測を行います。

まとめ（データ集計）

班ごとに観測結果を持ち寄って、

データを集計します。
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○○大学大学院 ○○研究科 ○○専攻 ○○課程

氏 名：○○○○

論文題名：○○○○○○○○

送付先： （社）日本雪氷学会東北支部事務局 堀井雅史

メール horii@civil.ce.nihon-u.ac.jp

ＦＡＸ 024-956-8711

今後の支部行事等の予定

2007・2008年度役員候補者の立候補及び推薦

選挙公示にありますように、2007年2月20日（当日消印有効）まで支部役員（支部

長１名、理事15名、監事２名）の立候補と推薦を受け付けます。

役員選挙の投票

正会員に送付された投票用紙により、2007年2月下旬～3月9日（当日消印有効）に

投票を実施する予定です。


